
自動電子計量機 クリーンカップスケール
【高速・小容量モデル】

自動供給機オプション自動供給機オプション

NEW!

自動
供給
省人化を実現



システム例3
トレー充填システム（2連）
パック入りお惣菜などに

豊富な納入実績をいかし、お客様のさまざまな課題に対応した最適なシステムを、生産ライン全体で提案させていただきます。

ミックス排出

ツイン排出

ジャガイモ計量 ニンジン計量

1つの具材を2つの容器に排出します。左右別々に計量でき、生産量が少ない時には片側だけでも運転できます。

肉の量を揃えた焼きそば

チーズ サラダ 惣菜 漬物ドライフルーツ

ミックス野菜

2種類の具材を別々に計量し1つにまとめて排出します。

ミックス排出、ツイン排出に対応

システム例

システム例1
真空ロータリ包装機と連動 
調理済み野菜などに

システム例2
縦ピロー包装機と連動 
カット野菜などに

作業者 0名

作業者 0名

作業者 0名

傾斜コンベア
製品を均一にならしながら傾斜コンベアで搬送し
ます。※コンベアによる供給のほか、Zコンベアやバケットコン
ベアなども対応できます。

シャトル部内の2本の反転ベルトにより、製品を左右に
振り分け、すべてのカップに製品を供給します。供給量
をセンサで確認し、自動で間欠運転して安定的に供給
します。

自動供給機 導入前

クリーンカップスケール 自動供給機

自動供給機 導入後

クリーンカップスケール

作業者 0名

作業者 2名

クリーンカップスケール

原料 1名

自動供給機

■ 原料をフィーダーに投入する作業者2名が必要 

3人で24,000パック/日  生産可能
機械：50パック/分/3人

1人で24,000パック/日  生産可能
機械：50パック/分/1人

■ 高い生産能力を維持しつつさらに省人化

シャトル自動供給部

流れ方向流れ方向
センサセンサ

自動供給のしくみ

現在、食品業界では、他業種に比べ作業負荷が高く、人手不足の問題を抱え、自動化、省人化が求められています。
クリーンカップスケールの前段に自動供給機を組み込むことで、各製品に合わせた供給作業を自動化することにより、省人化
ができます。

自動供給で省人化を実現

自動供給装置搭載
クリーンカップスケール

動画で解説

原料 1名
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● 対応機種

10ヘッドタイプ 12ヘッドタイプ

高速・小容量モデル

形名
KE7410EWB
KE7410EWBM
KE7410EWF
KE7410EWFM

形名
KE7412EWB
KE7412EWBT
KE7412EWBM
KE7412EWBX

KE7412EWF
KE7412EWFT
KE7412EWFM
KE7412EWFX

北海道営業部 TEL：011-231-6201
東北営業部・南東北営業チーム TEL：022-772-6685
　北東北営業チーム TEL：019-656-8816
広域営業部・東京オフィス TEL：03-6715-8789
広域営業部・神奈川オフィス TEL：046-296-6722

● 記載事項はおことわりなしに変更することがあります。
● 製品写真の形状が一部異なる場合があります。
● 許可なしに本カタログの一部または全部を転載することを禁じます。

https://www.anritsu.com/infivis

修理やお問い合わせは 0120-737-229（携帯電話、PHSからもつながります）

● ご使用の前に取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。
● 日常点検の他に、1年に1度の保守点検を実施願います。
● 本製品は国内用です。輸出する場合は日本国政府の輸出許可が必要です。

輸出の際には必ず営業までご連絡ください。

本社　〒243-8555  神奈川県厚木市恩名 5-1-1   TEL：046-223-1111（代）

DOC.NO. IWR1-A00160-00 2022-1

関西営業部・関西営業チーム TEL：06-6391-5202
　四国営業チーム TEL：087-861-3183
　中国営業チーム TEL：082-270-2763
九州営業部 TEL：092-471-7666
保守推進部 部品チーム TEL：046-296-6711
海外営業 TEL：046-296-6699

関東営業部・さいたま営業チーム TEL：048-649-4045
　東関東営業チーム TEL：04-7128-7781
　北関東営業チーム TEL：027-327-2411
　新潟営業チーム TEL：025-243-4750
中部営業部・中部営業チーム TEL：052-774-7440
　静岡営業チーム TEL：054-255-8650

ANRITSU CORPORATION 2022
ISO9001・ISO14001認証取得

アンリツ株式会社　インフィビスカンパニー

樹脂カバー

● 外観図例 （KE7412EWの自動供給装置組立例）
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集合シュート

シャトル自動供給部


